音楽科３年 １
	[bookmark: _Hlk83375263]題材の
目標
	曲想と音楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景と関わりについて理解するとともに，それらを生かした曲にふさわしい歌唱表現を工夫する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　３時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「花の街（共通教材）」「早春賦（共通教材）」「My Voice!」
・P.15「My Voice!」で歌う場合の姿勢や呼吸，息のながれ，響かせ方について確認する。
・「花の街」の歌詞の内容や曲想に関心を持ち，「作曲者の言葉」から当時の時代背景を理解して歌う。
曲の雰囲気や曲想などについてワークシートに記入し，発表する。
・詩や曲の背景，作詞者や作曲者の思いを理解して，１番から３番までを伴奏に合わせて歌う。
	○
	
	○
	③歌詞から想像したことや，曲から感じたことを交流させる。


	2
	・歌詞の内容と旋律，強弱を関連させながら，曲にふさわしい歌唱表現を工夫するとともに，歌うために必要な発声，言葉の発音，体の使い方(呼吸法)などの技能を身に付ける。
・「早春賦」の範唱を聴き，曲の雰囲気や印象などについて気付いたことや感じたことを話し合う。
・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解する。
	○
	○
	
	②１人１台端末を利用して演奏を記録し，自分た
ちで聴いたり見たりして確認し，音楽表現を工夫させる。


	3
	・曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫する。
・個人やグループで歌い試し，どのように歌うかについての思いや意図，表現を工夫したい点とその理由をワークシートに記入する。
・記入したことを基に，曲にふさわしい表現について話し合う。
・創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声，言葉の発音，体の使い方などの技能を身に付ける。
	○
	
	○
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


題材名「日本の歌のよさや美しさを理解して，歌唱表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（１）アイ（ア）ウ（ア）]　　　

	題材の
目標
	曲想と音楽の構造との関わり，音楽の特徴となる歴史との関わりについて理解するとともに，曲や演奏に対する評価とその根拠，生活や社会における音楽の意味や役割について考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　４時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「ボレロ」「社会を映し出す音楽」
・「ボレロ」を鑑賞し，音色，速度，旋律，強弱を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受する。
・音色，速度，旋律，強弱を知覚・感受しながら，生活や社会における音楽の意味や役割についえ考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
	
	○
	○
	

	2
・
3
	「ブルタバ」「社会を映し出す音楽」
・楽器の音色に着目しながら，旋律を部分ごとに聴き，オーケストラで演奏されていることを知る。各旋律の楽器を確認する。
・標題のイメージと音色，速度，旋律，強弱の変化との関わりについて考える。
・音色，速度，旋律，強弱を知覚・感受しながら，生活や社会における音楽の意味や役割についえ考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
	
	○
	
	③楽器の音色などについても意見を交流させる。


	4
	「曲のよさをプレゼンしよう」
・音楽の特徴とその背景となる文化や歴史との関わりについて理解する。
・曲のよさについて紹介文を書き，発表する。
	○
	
	○
	


題材名「音楽の特徴や背景を理解して，その魅力を味わおう」　学習指導要領の内容[Ｂ（１）ア（ア）（イ）イ（ア）（イ）]　　　　



	題材の
目標
	曲想と音楽の構造や曲の背景との関わりについて理解するとともに，それらを生かした曲にふさわしい器楽表現を創意工夫して演奏する。
音素材の特徴及び音の重なり方や反復，変化，対照などの構成上の特徴について理解するとともに，それらを生かしたまとまりのある創作表現を工夫して音楽をつくる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　６時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
・
2
	「Let’s　Cｒeate！」「風にのって」
・３人～４人のグループに分かれる。
・楽器や身の回りのもの，手拍子などの中から，自分が受け持つ音を選ぶ。
・P.29のワークシートのAにリズムを書き入れる。
	○
	
	
	

	3
・
4
	・Aのリズムをグループ内で発表し合う。
・それぞれが作ったリズムを重ね合わせることで生まれるリズムの面白さや響きに注目する。パートの組み合わせ方を試す。
・試した組み合わせ方を手掛かりとして，パートの組み合わせや強弱を工夫しながらグループの発表Aをつくる。 P.29のワークシートのAに組み合わせを記入する。
	○
	○
	
	②演奏の様子や楽器の音色を映像で確かめられるようにする。


	　5
・
6
	・P.29のポイントに着目してAと対照的になるようにBをつくる。
・A-B-Aの順に演奏し，感想を発表し合う。
	
	○
	○
	


題材名「曲の構成を理解して，リズムアンサンブルの表現を工夫しよう」　　学習指導要領の内容[Ａ（２）アイ（ア）ウ（イ）（３）アイ（イ）ウ]



	題材の
目標
	音楽の特徴となる文化や歴史，他の芸術との関わりについて理解するとともに，生活や社会における音楽の意味や役割について考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　２時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1

	「ポピュラー音楽」「ポピュラー音楽のジャンル」
・ポピュラー音楽について知っていることを話し合う。
・ロック，ジャズ，ボサノバの音楽の特徴とその背景となる文化や歴史との
関わりについて理解する。
・ロック，ジャズ，ボサノバの音楽を鑑賞し，なぜ一般の人々に親しまれる
曲となったのかについて考え，グループで意見を交流する。
・生活や社会の中で，ポピュラー音楽がどのような意味や役割を持っている
のかを考え，ワークシートに記入する。
・自分の考えをグループで話し合う。
・ワークシートを見ながら，再度鑑賞をする。
	
	○
	○
	

	2
	「ルールを守って音楽を楽しもう！」「生活や社会の中の音楽」
・教科書P.50，51を見て，普段聴いたり演奏したりしている音楽に関する権利
について知る。
・著作権について知る。
・音楽やCDが生み出されるしくみを知り，場面による許諾の有無について知
る。
	○
	
	○
	


題材名「ポピュラー音楽の特徴を理解して，その魅力を味わおう」　学習指導要領の内容[Ｂ（１）ア（ウ）イ（イ）]


	題材の
目標
	声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりについて理解するとともに，それらを生かした曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫して歌う。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　２時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「Let it Be」
・曲を聴き，曲種に応じた発声や英語の語感について話し合う。
・曲にふさわしい歌唱表現を考え，表現を工夫する。
・創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能を身に付けて歌う。
	○
	
	○
	

	2
	「帰れソレントへ」
・イタリア語の語感を感じ取り，歌詞が表す情景や心情及び曲の表情や味わいなどに着目して範唱を聴く。ワークシートに感じたことを記入する。
・日本語の歌詞の内容や曲の背景について確認する。
・知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，どのように歌うかについての思いや意図を持つ。
・創意工夫を生かした表現をするための歌い方を話し合う。
・話し合いを生かして歌う。
	
	○
	○
	


題材名「曲種に応じた発声を生かして，歌唱表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（１）アイ（イ）ウ（ア）]　



	題材の
目標
	曲想と音楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景との関わりについて理解するとともに，それらを生かした曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫して歌う。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　３時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「Amazing Grace」「指揮をしてみよう」
・歌詞を朗読し，主旋律を歌う。
・歌詞の内容や曲の背景を確認し，歌詞が表す心情や感じ取った曲の雰囲気についてワークシートに記入する。
・歌唱表現に工夫しながら，全体の響きや各声部の声などを聴き，他者と合わせて歌う技能を身に付ける。
	○
	
	○
	

	2
	「きみとともに」
・範唱を聴いて，どのようなメッセージが込められた歌詞なのか，話し合う。
・音色，旋律，テクスチュアを知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感じ取りながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫する。
	
	○
	
	

	3
	・創意工夫を生かし，全体の響きや各声部の声などを聴きながら，他者と合わせて歌う技能を身に付ける。
・各パートの表現に関心を持ち，他者と合わせ，自分のパートの役割を生かして合唱する。
・合唱を録音し，視聴する。振り返りを行う。
	○
	
	○
	


題材名「全体の響きや各声部の役割を生かして，歌唱表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（１）アイ（ア）ウ（イ）]


	題材の
目標
	音階の特徴及び音のつながり方の特徴について理解するとともに，それらを生かしたまとまりのある創作表現を創意工夫して音楽をつくる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
・
2
	「My　Melody」
・教科書P.30「Mｙ　Melody」から「もとの旋律」をつくり，「ア」に記入する。
・教科書P.30②を参考に，作った旋律にリズムや音を変え，反復や変化を加えるなど，まとまりのある旋律をつくる。
・グループで途中経過を発表し，自分の思いや意図が伝わる旋律になっているか話し合う。
	○
	○
	
	②１人１台端末を利用して演奏を記録し，自分たちで聴いたり見たりして確認し，音楽表現を工夫させる。

	3
	・教科書P.31③二つの伴奏から一つ伴奏を選択する。
・選択した伴奏に，「もとの旋律」をその伴奏の雰囲気に合うよう変える。
・同じ伴奏を選択した生徒でグループをつくり，作品を聴き意見を交流する。
・学級全体で発表する。
・学習の振り返りをワークシートに記入する。
	○
	
	○
	②１人１台端末を活用し，演奏を録音（録画）して振り返りに生かすようにする。


題材名「音階の特徴及び音のつながり方の特徴を生かして，創作表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（３）アイ（ア）ウ]　　




	題材の
目標
	我が国の伝統音楽の特徴と，その特徴から生まれる音楽の多様性について理解するとともに，音楽表現の共通性や固有性について考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
	予定時数
	実施時数
	仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	時間
	

	時
	主な学習活動


	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「尺八楽　単鶴鈴慕」
・尺八「巣鶴鈴慕」の「初段」を聴く。
・尺八の音色や奏法による音色の変化に着目し，気付いたことや感じ取ったことをグループで話し合う。
・尺八楽について知る。
	○
	
	
	②演奏の様子や楽器の音色を映像で確かめられるようにする。

	2
	「沖縄の伝統芸能『組踊』に親しもう」
・「巣鶴鈴慕」で使用される様々な双方について確認し，リコーダーで試奏し確認する。
・グループで意見交換したことをワークシートに記入する。
・「初段」とリコーダー曲とを比較聴取し，尺八の音色や奏法による音色の変化，特徴などについて話し合い，ワークシートに記入する。
	○
	○
	
	③楽器の音色などについても意見を交流させる。

	3
	・奏法等について確認し，教科書P.43の「楽曲について」を参照し曲についてのイメージを持つ。
・「巣鶴鈴慕」を通して鑑賞し，イメージした情景についてワークシートに記入する。
・尺八固有のよさや美しさについて自分の考えをワークシートに記入する。
・全体で発表し合い，他者の意見でよいと思ったことを記入し，鑑賞の振り返りを行う。
	
	○
	○
	③演奏から想像したことや，曲から感じたことを交流させる。


題材名「日本の伝統音楽の特徴を理解して，その魅力を味わおう」　学習指導要領の内容[Ｂ（１）ア（ウ）イ（ウ）]　


	題材の
目標
	・声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりについて理解するとともに，それらを生かした曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫して歌う。
・楽器の音色や響きと奏法との関わりについて理解するとともに，それらを生
かした器楽表現を創意工夫して演奏する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	時間
	

	時
	主な学習活動


	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
・
2 
	「謡　『敦盛』から」「夕やけこやけ」
・謡の一場面を鑑賞し，気付いたことを確認する。
・謡「敦盛」のあらすじを知り，詞章を音読して内容を理解する。
・模範演奏をまねて歌ったり，CDを聴いたりして，謡の音色やリズム，速度，旋律などの違いや特徴に着目しワークシートに記入する。
・教科書P.48の「演奏者からのアドバイス」を参考に，謡の特徴を理解し再度歌う。
・声の音色や言葉の発音，歌い方の特徴，体の使い方について歌ってみた体験と合わせてワークシートに記入する。
	○
	
	
	②演奏の様子や楽器の音色を映像で確かめられるようにする。

	3
・
4 
	・グループで気付いたことや考えたことについて意見を交流する。
・曲にふさわしい歌唱表現を考え，どのように表すかについて思いや意図を持つ。
・謡の表現をするために必要な発声，発音，身体の使い方についてグループごとに考え，歌ってみる。
・地頭の位置を確認し，発表の隊形についても考えながら歌う。
・グループごとに，創意工夫した点や表現方法について発表し演奏する。
・他のグループから出た感想や改善点について確認し，さらに創意工夫を図る。
	
	○
	○
	③歌ったり演奏したりする人と聴く人に分け，意見を出し合うようにさせる。

	5 
	・グループで発表を行う。発表の感想や気付いた点についてワークシートに記入する。
・各自，演奏したり，発表したりしたことについて振り返りを行う。
	
	○
	○
	②１人１台端末を利用して演奏を記録し，自分たちで聴いたり見たりして確認し，音楽表現を工夫させる。


題材名「我が国の伝統的な歌唱，和楽器の音色や響きを生かして，表現を工夫しよう」　　学習指導要領の内容[Ａ（１）アイ(イ)ウ（ア）（２）アイ(イ)ウ（ア）]

	題材の
目標
	我が国や郷土の伝統音楽及び諸外国の様々な音楽の特徴と，その特徴から生まれる音楽の多様性について理解するとともに，生活や社会における音楽の意味や役割について考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	時間
	

	時
	主な学習活動

	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「世界の諸民族の音楽」
・日本の楽器と世界各地の楽器の写真を見比べ，共通点や相違点を見付ける。
・グループごとに日本と世界の諸民族の楽器及びその音楽を比較鑑賞し，ワークシートに記入する。
	
	○
	
	②演奏の様子を鑑賞することで，声の種類やいろいろな歌声，多様な表現があることに気付くことができるようにする。

	2
	「私たちが受け継ぐ郷土の祭りや芸能」
・日本と諸民族の音楽について，とらえた特質や雰囲気を基に，グループごとに話し合いまとめる。
・学級全体で意見を共有し，振り返りを行う。
	○
	
	○
	③自分たちの地域にあるお祭りの音楽や，知っているお囃子などについて話し合わせる。


題材名「世界の諸民族の音楽の特徴を理解して，その魅力を味わおう」　学習指導要領の内容[Ｂ（１）ア（イ）イ（ウ）]　





	題材の
目標
	曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解するとともに，それらを生かした曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫して歌う。
	予定時数
	実施時数
	
[bookmark: _GoBack]仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	時間
	

	時
	主な学習活動


	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「歌い継ごう日本の歌」
・「花は咲く」の範唱を聴く。
・曲想と音楽の構造や，歌詞の内容との関わりについて考え，ワークシートに記入する。
・曲にふさわしい表現やその表現方法について，パートごとに話し合う。
・考えた表現方法を基に合唱する。
	
	○
	
	③楽譜を見て，旋律の持つリズムや流れ，旋律のリズムと歌詞のリズムとの関わりについて，気付いたことを交流させる。

	2
	「心通う合唱」
・「椰子の実」「ふるさと」の範唱を聴く。
・曲想と音楽の構造や，歌詞の内容との関わりについて考え，ワークシートに記入する。
・曲にふさわしい表現やその表現方法について，パートごとに話し合う。
・考えた表現方法を基に全体で合唱する。
	○
	
	○
	③気付いたことを交流させながら，主旋律の歌い方を工夫させる。


題材名「仲間とともに，表情豊かに合唱しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（１）アイ（ア）ウ（ア）（イ）]　

仙台版スタンダードカリキュラム単元（題材）の指導計画

